
 

 

ミソフォニア 

誰もが手軽にさまざまな情報を得ることが出来る

時代です。カウンセリングにいらっしゃる方たちか

ら、聞きなれない病名や症状名をお聴きすることに

も慣れてきました。 

専門機関を頼る前に、ご自分の状態や症状を検索

して、時には簡易診断なるものを使って、何かしら

の病名を持っていらっしゃることは少なくありませ

ん。 

以前にも書きましたが、自分で調べて症状が当て

はまるから『うつ病』だといって専門医を受診され

ても、「あなたは大丈夫ですよ」と言われて憤慨され

る人があります。 

「病気じゃなくて良かったね」ではなく、「こんな

につらいのに何で病気じゃないと言うのか」と仰っ

て、メンタルクリニックを何軒も受診されることを

ドクターショッピングといいますが、ご自身のほし

い診断がみつかるまで、まるで買い物のように続き

ます。 

そして、そんな患者さんたちの対応をされている

うちに、お医者さんたちの中には、新しい診断基準

を作る人が出て来たり、新しい病名が生まれて来た

りもします。 

また、私がお会いしている人たちの中には、『つら

さ』に病名がつけられると安心すると言われる人が

一定数いらっしゃいます。どうしてかとお尋ねする

と、「名前がつくことで、自分だけではないと思える」

ことや、「治療方法、改善方法があるということだか

ら」と言われます。『つらさ』から一刻も早く逃れて、

楽になりたいという思いが伝わってきます。 

そして、そんな患者さんを、「とにかく楽にしてあ

げたい」と思われるお医者さんが近頃増えてきたよ

うに感じます。 

カウンセリングにいらした人から、お医者さんに

「そんな会社は早く辞めてしまえばいい」と言われ

たとか、「そんな親とは距離を取ったほうがいいから

家を出て」とか、「無理して嫌な仕事を続けるより、

障害手帳を取ったほうが楽だから」と勧められたが、

「どうしたら良いか？」というご相談を受けること

が増えて来ました。 

ご本人にとっては、「確かに楽になりたいけれど、

そんなに安易に動いて大丈夫か」と不安になられて

ご相談にいらっしゃるようです。 

うつ病に限らず、たとえば『発達障碍』という概

念もどんどんその枠組みを拡大しています。病名で

はありませんが『ＨＳＰ』という繊細な感受性を持

った方も、「ネットで調べた」と、自己申告されてい

ただけでなく、お医者さんから言われたというお話

しもよく聴くようになりました。 

『つらさ』に名前がつくことで、医師と患者、職

場の中、先生と生徒、ご家庭など、その人がおかれ

たあらゆる人間関係のなかで、共通の認識を持つこ

とが出来て、適切な助け合いが可能になることは有

益です。 

しかし、新たな問題が生じることもあります。病

名などの『名前』は、その人の『つらさ』を表現す

るものの一部分でしかなく、同じ名前がつけられて

いても、人によってその『つらさ』の中身は違って

きます。 

たとえば、「私はＡＤＨＤ（発達障碍のひとつ）だ

から、同じＡＤＨＤと診断されたあなたの『つらさ』

はわかるから、私はこの薬を飲んだら良くなったか



 

 

ら、あなたもこれを飲めば大丈夫」と言われ、同じ

お医者さんに同じお薬を出してもらって飲んでも、

その人にその薬は合わなかったということもありま

す。 

または、「なんであなたは同じＨＳＰなのに、この

気持ちがわからないの？」と相手を責める人もいま

す。 

人と人は、同じところもあれば、まったく違うと

ころもあり、かみ合ったり、合わなかったりしなが

ら社会を構築しています。 

相手と自分との違いに、いら立ったり、傷ついた

りすることもあれば、お互いに得手不得手を活かし

あえることもあります。 

カウンセリングの中で、『つらさ』の意味を掘り下

げることができたとき、『つらさ』が、その人の長所

や才能と関係していることが浮かんで来ることがあ

ります。 

 咀嚼音や曖気音など、特定の音を聴くと、もの

すごい怒りが湧いてしまう人や、その場にいられな

いほどつらくて泣きながら退室してしまう人たちが

いて、それらの症状は『ミソフォニア』と呼ばれる

ようです。確立された治療法はまだ無く、診断して

もらえる病院もほとんどありません。今後、研究や

臨床が増えれば、診断基準や治療法もみつかるかも

しれません。ただ、今の段階で、私がそのような人

たちにお会いしてみて感じているのは、真面目な方

が多く、礼儀正しさや、論理的思考ができる人、責

任感の強さ、自信のなさなどです。 

この方たちの『つらさ』をご一緒に味わい（変な

表現ですね）吟味していくなかで、同じ『名前』で

は括ることのできない人生の物語がみえてきます。 

この方が何にこだわり、何を嫌い、どんなことを

大事にしておられるか、そして、そのことの価値を

誰と分かち合えているかなど、ご自分で整理ができ

て来ると、『耐えがたい音』が『ただの雑音』に変わ

ったりもします。 

ここまで書いてみて、これは『ミソフォニア』に

限ったことではないと思います。 

 一見すると、早く手放してしまいたい『つらさ』

や『悩み』ですが、簡単に手放せていないことを思

うと、その奥に大切な何かが隠れている場合があり

ます。 

ＡＩが進化して人間の『つらさ』や『なやみ』を

解消してくれる時代の流れに、どこまで人間はカウ

ンセリングのような手間暇のかかることを続けてい

られるのでしょうね。 
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